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　恵庭市職労は、本日二月五日、二九分時間内抗議集会を開催した。保安要員を除く本庁、支部の組合員二五〇人が�水内執行委員長のもと、抗議の声を上げた。


五月に恵庭市当局が財政の悪化を理由に、「賃金五％三年間」の独自削を提案してきた。市職労は、財政状況の説明を受ける一方、独自でも市の財政状況を調査、厳しい財政状況は認識するものの、安易な人件費削減提案に対し反対の立場で、この間八ヶ月にわたり当局と交渉を重ね、〇九年度予算作成が大詰めを迎えた昨日、組合員、家族の思いのこもった署名五四〇筆を提出し、市長との最終交渉をもった。この間の市長の不穏当な発言の数々、財政危機の責任などを追及しながら、削減提案の撤回、圧縮を粘り強く交渉したが、市長の削減ありきの姿勢、自らの責任について歩み寄ることは終始なかった。膠着状況のまま、前進回答はなく、交渉打ち切りとなったため、抗議の集会開催となった。


集会冒頭、水内執行委員長は「財政収支の赤字解消を理由としながら、理事者の体裁を整える削減、誠意のない市長に憤りを感じる、この集会で抗議の意思統一をしよう」とあいさつした。


集会は、嘉屋書記長の経過報告の後、「組合員一丸となって健全な財政の確立市役所改革に全力をあげてたたかう」との決議文を全体で確認し、団結ガンバローで、組合員全体の団結を確認した。


今後、さらに厳しい状況が予想されるが、地本各単組も撤回に向け協力していく。





最終交渉で前進回答なし


　団結の抗議集会開催


　　恵庭市職労賃金独自削減撤回闘争
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新篠津村職臨時大会開催


たたかう方針確認


　新篠津村職（組合員数36人）においても、昨年12月16日に当局より、給与の2％削減5年間、職員数の削減など6項目にわたる独自削減が提案された。提案以降、2回の事務交渉の後、昨日27人の参加により臨時大会を開催した。提案の内、休息時間の廃止については、やむをえず受け入れ方針となったが、給与の削減については、断固として白紙撤回を求めたたかう方針が確認された。


　本日、臨時総会で決定した方針を持って理事者との交渉に臨むも、交渉は平行線となり次回以降に継続となった。恵庭同様、地本各単組の支援を要請する。





▼▽書記局から△▲


大変遅くなりましたが、石狩地方本部のみなさん、あけましておめでとうございます。今年も各単組のみなさんのお支えを受け、地本運動にまい進していきますのでよろしくお願いいたします


一月の機関紙発行をサボったら地本管内の単組が大変な状況になってきた。今こそ石狩地本の団結を固め、全単組の課題としてともにたたかいをすすめたい。各単組の連帯、ご協力をお願いする。


　　　　　　　　　　　� eq \o\ac(○,照)�
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